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T
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
D
H
E
A
T
間
の

連
携
の
仕
方
・
手
段
、
各
フェー
ズ
に
お
け

る
統
括
D
H
E
A
T
の
役
割
や
活
動
内
容

な
ど
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
多
く
の
気

付
き
、
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

D
M
A
T
と
の
連
携
訓
練
で
は
D
M
A
T

活
動
を
間
近
で
経
験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
非

常
に
多
い
訓
練
と
な
り
、
今
後
も
各
地
で
こ

の
よ
う
な
訓
練
が
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。『
D
H
E
A
T
活
動
ハン
ド
ブック
』は

第
２
版
と
し
て
改
訂
さ
れ
ま
し
た
が
、
中

長
期
活
動
の
追
加
、
活
動
検
証
や
経
験
に

基
づ
く
実
践
的
な
内
容
が
さ
ら
に
充
実
さ

れ
ま
し
た
。
２
５
０
ペ
ー
ジ
の
大
作
に
な
り

ま
し
た
が
、
全
国
の
保
健
所
等
関
係
者
に

は
ぜ
ひ
何
度
で
も
読
み
返
し
、
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
２
部
の「
地
域
保
健
総
合
推
進
事

業
」の
う
ち
、
全
国
保
健
所
長
会
協
力
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

「
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成
に
関

全
国
保
健
所
長
会
協
力
事
業
が
９
演
題
）

に
つい
て
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
事
業
の
概
要

第
１
部
の「
実
践
を
踏
ま
え
た
災
害
時

健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム（
D

 

H

 
E
 A 

T
）の
質
の
向
上
、
構
成
員
、
受
援
者
の
技

能
維
持
に
向
け
た
研
究
」で
は
、
九
州
ブ
ロッ

ク
に
お
け
る
D
H
E
A
T
連
携
体
制
と
行

政
の
対
応
体
制
検
討
の
た
め
の
訓
練
形
式

に
よ
る
実
証
研
究
事
業
の
報
告
、
九
州
・

沖
縄
ブ
ロッ
ク
D
H
E
A
T
実
働
訓
練
と

連
携
し
た
D
H
E
A
T
出
動
訓
練
の
報
告
、

『
D
H
E
A
T
活
動
ハン
ド
ブック
』の
改
訂
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
九
州
全
域
８
県
３

指
定
都
市
の
統
括
D
H
E
A
T
を
含
む

D
H
E
A
T
メ
ンバ
ー
33
名
が
参
加
し
た
２

日
間
に
及
ぶ
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施

さ
れ
た
連
携
訓
練
で
は
、
統
括
D

 

H

 
E
 A 

す
る
調
査
お
よ
び
実
践
事
業
」で
は
、
確

保
に
関
し
て
調
査
事
業
１
つ
、
実
践
事
業

２
つ
が
、
ま
た
育
成
に
関
し
て
調
査
事
業

２つ
、実
践
事
業
２つ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

医
学
生
４
９
１
名
に
就
職
情
報
につい
て
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
生
か
し
て
イ

ン
タ
ビュー
動
画
６
本
を
制
作
し
、
Y

 
o
 u 

T
u
b
e
に
よ
り
配
信
し
ま
し
た
。
３
年

ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な
っ
た
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
で
は
参
加
者
34
名
の
公
衆
衛
生
医
師

への
愛
着
度
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
に

は
合
同
相
談
会
を
開
催
し
て
27
名
の
相

談
に
乗
り
、
そ
の
後
７
名
の
参
加
者
を
希

望
自
治
体
へ
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専

攻
医
や
専
攻
医
を
経
た
専
門
医
16
名
に

イ
ン
タ
ビュー
調
査
を
し
、
見
え
た
課
題
の

改
善
の
一
助
と
な
る
よ
う
専
攻
医
の
育
成

に
役
立
つ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
集
作
成
の
た

め
の
事
例
収
集
を
進
め
る
な
ど
、
多
く
の

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
医
療
構
想
と
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
お

け
る
保
健
所
の
役
割
に
つい
て
の
研
究
」で

は
、
第
８
次
医
療
計
画
の
圏
域
計
画
策
定

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
在
宅
医
療
に
関
わって

こ
な
かった
保
健
所
が
活
用
で
き
る『
管
内

の
在
宅
医
療
に
つい
て
、
医
療
計
画
を
策

定
す
る
手
法
を
簡
易
に
ま
と
め
た
ハン
ド

ブッ
ク
』の
作
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
事

は
じ
め
に

令
和
４
年
度
地
域
保
健
総
合
推
進
事

業
発
表
会
は
令
和
５
年
3
月
６
日（
月
）、

７
日（
火
）の
２
日
間
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
会

場
の
座
席
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
人
数
を

制
限
し
た
上
で
の
会
場
お
よ
び
W
E
B
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
出
席
者
が
１
２
７
名
、
W
E
B

出
席
者
が
２
１
９
名
と
、
多
く
の
方
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
の
松
谷

理
事
長
お
よ
び
厚
生
労
働
省
健
康
局
の

佐
原
局
長
よ
り
大
変
ご
多
忙
な
中
、
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

第
１
部「
健
康
安
全
・
危
機
管
理
対
策
総

合
研
究
事
業
」の
１
演
題
、
第
２
部「
地
域

保
健
総
合
推
進
事
業
」の
17
演
題（
う
ち
、

令
和
４
年
度

地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
発
表
会
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業
班
内
で
こ
のハン
ド
ブッ
ク
を
試
用
し
た

と
こ
ろ
、
在
宅
医
療
に
関
す
る
医
療
計
画

案
を
比
較
的
容
易
に
作
成
で
き
た
と
の
こ

と
で
、
全
国
の
保
健
所
で
も
活
用
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
保
健
所
が
管
内
の
中

小
病
院
に
対
し
経
営
的
メ
リ
ッ
ト
を
示
す

こ
と
で
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟（
床
）への
転
換

を
促
し
、
結
果
と
し
て
在
宅
医
療
を
確
保

で
き
た
事
例
の
報
告
も
あ
り
、
全
国
の
保

健
所
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
早
々
にハン
ド
ブッ
ク
を
活
用
し
た
研
修

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
措
置
診
察
お
よ
び
措
置
入
院
者
支
援

の
課
題
整
理
と
今
後
の
保
健
所
の
対
応
の

検
討
に
関
す
る
研
究
」で
は
、
措
置
診
察

お
よ
び
退
院
時
支
援
の
状
況
、
中
核
市
の

関
わ
り
に
関
し
て
全
国
の
保
健
所
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

刑
罰
法
令
に
触
れ
な
い
程
度
の
他
害
の
事

例
を
示
し
、
そ
の
措
置
診
察
の
要
否
を
問

う
質
問
で
は「
措
置
診
察
を
実
施
し
な
い
」

が
56
・
4
％
、「
す
る
」が
12
・
8
％
、「
そ
の

他（
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
判
断
で
き
な
い

等
判
断
留
保
）」が
30
・
9
％
で
し
た
。
23

条
通
報
に
よ
る
措
置
率
に
は
都
道
府
県
に

よって
10
倍
の
差
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
結
果

で
し
た
が
、
同
じ
都
道
府
県
内
で
も
保
健

所
間
に
差
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
退
院
後
支
援
につい
て
は
、
多
く
の
保

健
所
が
課
題
を
感
じ
て
お
り
、
制
度
の
運

用
に
至って
い
な
い
保
健
所
も
２
割
程
度
あ

り
ま
し
た
。
中
核
市
に
関
す
る
課
題
と
し

て
は
、
法
制
度
の
不
備
な
ど
中
核
市
の
位

置
付
け
や
県
と
の
役
割
分
担
が
法
的
に
整

理
し
た
も
の
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
と
の
距
離
が
近

い
市
が
措
置
入
院
と
い
う
行
政
処
分
を
担

当
す
る
こ
と
の
長
所
と
短
所
を
整
理
し
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
災
害
時
健
康
危
機
管
理
活
動
の
支

援
・
受
援
体
制
整
備
と
実
践
者
養
成
事

業
」で
は
、
D
H
E
A
T
基
礎
編
研
修（
保

健
所
災
害
対
応
研
修
）を
４
日
間
で
延
べ

６
０
３
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

コロ
ナ
禍
で
の
対
応
で
、集
合
型
と
W
E
B

型
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

開
催
し
、
く
も
のい
と（
保
健
所
現
状
シ
ス

テ
ム
）や
D
2
4
H
な
ど
災
害
時
の
I
T

ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
D
M
A
T
、
D
P
A
T
、
J

 
V
 O 

A
D
、
D
H
E
A
T
、
D
W
A
T
と
い
っ

た
関
係
機
関
か
ら
の
ビ
デ
オ
メッ
セ
ー
ジ
や

L
I
V
E
配
信
で
各
団
体
の
特
徴
や
そ
の

活
動
につい
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
研
修
の
満
足
度
は
非
常
に

高
い
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
前
学

習
の
習
熟
度
の
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
解
決
の
た
め
に
は
各

自
治
体
で
初
心
者
向
け
の
研
修
を
実
施

し
、
多
く
の
職
員
が
ベ
ー
ス
と
な
る
災
害

対
応
知
識
を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
今
後
は
、
D
H
E
A
T
協
議
会

の
地
方
ブ
ロッ
ク
レ
ベル
で
連
携
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
地
域
レベル
で
の
災
害
対
応

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
等
推
進
事

業
」で
は
、
C
O
V
I
D
︱
19
陽
性
者
の

致
命
率
の
全
国
モニ
タ
リ
ン
グ（
７
県
５
中

核
市
３
県
型
保
健
所
）を
昨
年
度
に
引
き

続
き
実
施
し
ま
し
た
。
B
A・
5
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
陽
性
者
の
致
命
率
は
40
歳
代
０
・

０
０
５
%
、
50
歳
代
０・０
２
６
％
、
60
歳

代
０・０
５
３
％
、
70
歳
代
０・３
９
％
、
80

歳
代
以
上
１・
８
１
%
と
日
英
両
国
の

B
A・
1
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
陽
性
者
の
致
命

率
と
比
べて
、い
ず
れ
も
低
値
で
し
た
。
ま

た
、
70
歳
以
上
の
第
８
波（
２
０
２
２
年
11

～
12
月
診
断
陽
性
者
）の
年
齢
調
整
致
死

率（
１・４
%
）は
、
第
６
波（
１・９
％
）と
第

７
波（
１・０
％
）と
の
中
間
で
し
た
。
超
過

死
亡
数
は
２
０
２
２
年（
６
万
８
３
０
０
人
）

が
１
９
９
９
年（
３
万
９
５
０
０
人
）に
比
べ

て
多
かった
の
で
す
が
、
高
齢
化
の
影
響
を

考
慮
し
た
超
過
死
亡
比
で
見
る
と
０
・

０
４
７
対
０・０
４
２
と
大
き
な
違
い
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
期
高
齢
者
数
が

急
増
す
る
わ
が
国
で
の
健
康
危
機
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
評
価
は
多
角
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バル
化
時
代
に
お
け
る
保
健
所

の
機
能
強
化
と
国
際
社
会
への
貢
献
に
関

す
る
研
究
」で
は
、
３
つの
事
業
を
柱
と
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
①
外
国
人
研

修
の
内
容
の
標
準
化
と
質
の
さ
ら
な
る
向

上
で
は
、
研
修
講
師
と
なっ
た
職
員
等
が

最
低
限
心
得
て
お
く
と
よ
い
こ
と
を
ポ
イ

ン
ト
集
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
②
国
際・

国
内
の
保
健
衛
生
行
政
を
往
来
で
き
る

人
材
の
育
成
につい
て
は
、
国
内
・
国
外
の

保
健
衛
生
への
勤
務
経
験
が
あ
る
医
師
に

イ
ン
タ
ビュー
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
国
内
の
業
務
は
分
担
分
業

が
進
ん
で
い
る
が
、
低
中
所
得
国
で
の
仕

事
は「
自
分
で
す
べて
調
整
す
る
」必
要
が

あ
り
、
そ
の
経
験
は
今
で
も
大
き
く
生
き

て
い
る
と
い
う
経
験
談
の
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。
③
保
健
所
の
外
国
人
対
応
能
力

強
化
で
は
、
全
国
の
保
健
所
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ（
回
答
率
50
・

3
％
）、
保
健
所
に
お
け
る
外
国
人
の
精

神
保
健
事
例
の
対
応
状
況
と
課
題
の
把

握
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
応
件
数
や
支

援
の
継
続
につい
て
は
保
健
所
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
追
加
聞
き
取
り
な
ど
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を
行
い
、
保
健
所
の
対
応
能
力
向
上
に
つ

な
が
る
方
法
の
検
討
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
中
核
市
保
健
所
の
課
題
と
可
能
性
に

つい
て
の
研
究
」で
は
、
全
国
62
の
中
核
市

を
対
象
に「
人
材
の
確
保
と
育
成
」「
中
核

市
保
健
所
間
の
関
係
性
と
連
携
の
仕
組

み
」「
国（
厚
生
労
働
省
）と
の
関
係
性
と
連

携
の
仕
組
み
」につい
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
回
答
は
53
市（
85
％
）

か
ら
得
ら
れ
ま
し
た
。
回
答
の
あ
っ
た
中

核
市
の
う
ち
、
45
％
が
医
師
単
独
配
置
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
ま
た
３
分
の
２
の
保

健
所
が
行
政
医
師
を
継
続
的
・
安
定
的

に
採
用
す
る
ス
キ
ー
ム
や
つ
な
が
り
が
な
い

と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
中
核
市
間
の
み
で

研
修
・
勉
強
会
、
人
事
交
流
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
都
道
府
県
内
に

一つの
み
の
中
核
市
で
は
都
道
府
県
庁
と
の

連
携
だ
け
で
な
く
、
近
隣
都
道
府
県
の
中

核
市
と
の
連
携
を
意
識
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
中
核
市
保
健
所
が
直
面
し
て
い
る

課
題
につい
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
中
核

市
保
健
所
の
可
能
性
を
抽
出
し
中
核
市

と
し
て
保
健
所
を
持
つ
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を

提
言
し
た
い
と
の
報
告
で
し
た
。

「
保
健
所
の
結
核
検
診
の
現
状
と
課
題

の
検
討
」で
は
、
２
０
２
１
年
に
初
め
て
結

核
低
ま
ん
延
国
と
なった
契
機
を
踏
ま
え
、

既
存
事
業
の
検
証
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

外
国
人
への
結
核
対
策
、
濃
厚
接
触
者
へ

の
Q
F
T
検
査
と
結
果
対
応
、
治
療
終

了
者
管
理
検
診
中
の
結
核
再
発
、
結
核

再
発
リ
ス
ク
に
関
す
る
文
献
調
査
の
４
点

につい
て
現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
等
が
試

み
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
人
への
結
核
対
策

に
つい
て
は
、
90
％
の
保
健
所
で「
言
語
・

会
話
や
通
訳
の
手
配
」が
課
題
と
し
て
お

り
、
約
60
％
の
保
健
所
で「
保
険
の
有
無

や
治
療
費
、
生
活
費
等
金
銭
面
」「
必
要

書
類
と
そ
の
説
明
」「
治
療
必
要
性
の
認
識

の
ず
れ
」「
生
活
習
慣
・
医
療
レベル
の
違
い
」

の
項
目
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
接
触
者
検
診
の
I
G
R
A

検
査
に
つい
て
対
象
年
齢
の
上
限
を
設
定

し
て
い
な
い
保
健
所
は
77
％
で
、
I
G
R
A

対
象
外
者
への
対
応
と
し
て
は
83
％
が
胸

部
X
線
に
よ
る
フ
ォロ
ー
と
な
って
い
ま
し

た
。
N
E
S
I
D
デ
ー
タ
か
ら
登
録
時
肺

結
核
で
治
療
完
遂
し
た
者
１
万
９
０
９
８

人
の
う
ち
、
管
理
期
間
中
に
肺
結
核
と
し

て
再
登
録
さ
れ
た
の
は
１
６
１
人（
再
発
率

0
・
84
％
）で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
十
分
な
回
収
率
に
は
至

ら
ず
分
析
の
限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
今
後

は
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
管
理
検
診

を
再
分
析
し
た
り
、
再
発
事
例
に
お
い
て

は
ビ
ジ
ブ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
再
分
析
な
ど
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
院
内
感
染
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
保

健
所
の
連
携
推
進
事
業
」で
は
、
こ
れ
ま
で

の
班
活
動
を
受
け
継
ぎ
、
院
内
感
染
対

策
に
お
け
る
病
院
と
保
健
所
の
連
携
事
例

の
収
集
と
周
知
に
よ
り
保
健
所
と
医
療

機
関
と
の
連
携
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
事
例
に
つい
て
、
全
国
保
健
所
長
会

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
６
事
例
を
ア
ッ
プ
し
全
国

の
保
健
所
へ
情
報
提
供
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
A
M
R
対
策
公

衆
衛
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
基
礎
知
識
の

講
義
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カッ
ション
に
よ
る

演
習
を
軸
に
、
保
健
所
の
役
割
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
好
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

演
習
は
適
宜
フ
ィ
ー
ド
バック
を
受
け
る
構

成
で
取
り
組
み
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。

次
年
度
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
地

域
で
応
用
で
き
る
演
習
を
含
ん
だ
セ
ミ

ナ
ー
開
催
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に

以
上
、「
健
康
安
全
・
危
機
管
理
対
策

総
合
研
究
事
業
」の
１
演
題
と「
地
域
保

健
総
合
推
進
事
業
」の
う
ち
全
国
保
健
所

長
会
協
力
事
業
の
９
演
題
に
つい
て
簡
単

に
報
告
し
ま
し
た
。
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
も
い
よ
い
よ
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
３
年
余
り
の
期
間
、
激
闘

と
も
い
え
る
保
健
所
職
員
の
業
務
が
続
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
併
せ
て
各
事
業
班

の
活
動
や
運
営
に
携
わって
こ
ら
れ
た
方
々

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
を

参
考
に
引
き
続
き
全
国
の
保
健
所
活
動

の
推
進
を
願
い
ま
す
。

表　令和4年度　地域保健総合推進事業発表会

第1部 健康安全・危機管理対策
総合研究事業

　1　 公衆衛生医師の確保と育成に関する調査および実
践事業
横山勝教（香川県東讃保健所長）

　2　 医療構想と包括ケアの推進における保健所の役割
についての研究
逢坂悟郎（兵庫県加東保健所長）

　3　 措置診察および措置入院者支援の課題整理と今後
の保健所の対応の検討に関する研究
川原明子（福岡県嘉穂・鞍手保健所長）

　4　 災害時健康危機管理活動の支援・受援体制整備と
実践者養成事業
西田敏秀（宮崎県高鍋保健所長）

　5　新型コロナウイルス対策等推進事業
田中英夫（大阪府藤井寺保健所長）

　6　 グローバル化時代における保健所の機能強化と国
際社会への貢献に関する研究
矢野亮佑（盛岡市保健所長）

　7　中核市保健所の課題と可能性についての研究
松岡太郎（豊中市保健所長）

　8　保健所の結核検診の現状と課題の検討
稲葉静代（岐阜県岐阜保健所長）

　9　 院内感染対策ネットワークと保健所の連携推進事
業
豊田 誠（高知市保健所長）

　1　 実践を踏まえた災害時健康危機管理支援チーム
（DHEAT）の質の向上、構成員、受援者の技能維持
に向けた研究
服部希世子（熊本県人吉保健所長）

第2部 地域保健総合推進事業
（全国保健所長会協力事業のみを抜粋）


